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Children’s Work for Children, 1877 表紙

【Children’s Work for Children より】
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【Children’s Work for Children より】
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詩人マーガレット・プレストン（Margaret J. Preston）による
「おやすみ前の読書」（“Read to Sleep”）と題する詩とその挿絵。

プレストンの父親は米国長老教会の牧師であった。

【Children’s Work for Children より】
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【Children’s Work for Children より】
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詩人マーガレット・プレストン（Margaret J. Preston）による
「クリスマスの木々」（“Christmas Greens”）と題する詩とその挿絵。

【Children’s Work for Children より】
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Children’s Work for Children を読むアメリカの子どもたち

【Children’s Work for Children より】
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訳者解説

明治学院歴史資料館研究調査員　齋藤元子

昨年度刊行の明治学院歴史資料館資料集第 10 集①『バラ学校を支え
た二人の女性　－ミセス ･バラとミス ･マーシュの書簡－』に続き、本
書も明治学院の設立母体の一つである米国長老教会の中に設立された女
性海外伝道協会（The Woman’s Foreign Missionary Society of the 
Presbyterian Church）の活動に着目する。
本書において訳出するのは、米国長老教会女性海外伝道協会発行の子
ども向け機関誌 Children’s Work for Childrenに掲載されたウィリアム ･
グリフィス（William Elliot Griffis）による日本紹介記事である。
グリフィスは、1870（明治 3）年に来日し、福井藩の藩校明倫校や東
京大学の前身である大学南校で教鞭をとった。1874（明治 7）年に帰国
した後は、牧師となった。日本に関する多くの著作を残し、The Mikado’s 
Empire（1876）は特に有名である。また、フルベッキ、ヘボン、ブラウ
ンの伝記著者として、明治学院との関係は深い。
グリフィスの著作に関する研究は既にかなりの蓄積がある。しかし、
グリフィスが女性海外伝道協会の活動に関心を寄せ、機関誌に寄稿して
いた事実に言及したものはほとんどない※。
本書で翻訳を試みたグリフィスの記事は、1876 年から 1882 年発行の

Children’s Work for Childrenに掲載されたもので、まさに The Mikado’s 
Empireの出版と同じ時期にスタートしている。資料集第 10 集①にも記
したが、Children’s Work for Childrenは、米国長老教会女性海外伝道協会
により、将来の宣教師育成と子どもたちからの小額献金の喚起を目的と
して、1876 年に創刊された。つまり、グリフィスは創刊の年から寄稿
を開始し、読者であるアメリカの子どもたちに伝道地日本の歴史や地理、
文化、日常の様子などを解りやすい読み物として提供することによって、
女性海外伝道協会の活動を支援したのである。
グリフィスの代表作 The Mikado’s Empireが大人向けの書物であった
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のに対して、Children’s Work for Childrenに掲載された読み物は子どもを
対象に書かれている。よって、文章は平易である。また、アメリカとの
比較などを用いて、日本のユニークさを解りやすく説明している。さら
に、記事には版画の挿絵が常に添えられており、それを解説する形で、
視覚的にもインパクトのある文章が綴られている。
トピックは多彩である。「家庭における日本の父親」･「日本帝国」･「日
本の宗教」･「日本のピアノ」･「日本の旅」・「ミカドの宮廷音楽隊」･「日
本の医者」･「日本の巡礼者」･「紅をさす日本の少女」・「日本の子ども
たちとその日常」・「日本の乳児の命名」･「日本の骨董店」・・・と訳出
した記事のタイトルを並べただけでも、さまざまな話題が取り上げられ
ていることが解る。
グリフィスは日本古来の伝統文化や芸術を高く評価し、それらが西欧
文化に取って代わられることを危惧していた。「日本人は年々古い習慣
を捨て去り、新しいものを取り入れているので、彼らがより良い習慣を
選択できるよう、希望し、祈り、手を貸そうではないか。日本人は絵の
ような美しい物や習慣の多くをすでに打ち捨てているが、それらのある
ものは捨てる必要がなかったのかもしれない。もし日本人が邪悪で穢れ
た憎むべき心の罪や行いや物だけを捨て、美しい習慣を維持したならば、
なんと喜ばしいことであろうか！」（1877 年 8 月号）といった記述は、
その心情をよく表している。
またグリフィスは、しばしば記事の最後において、日本の伝道活動や
宣教師の様子に触れている。1876 年 9 月号では「我々の宣教師は、東
京と横浜に在住している。タムソン牧師夫妻（Rev. and Mrs. David 
Thompson）、インブリー牧師夫妻（Rev. and Mrs. W.M.K. Imbrie）、グ
リーン牧師（Rev. Mr. Green）、ミス・ヤングマン（Miss Youngman）
が東京の品川近郊のかなり湾に近い地域に居住し、ヘボン博士夫妻（Dr. 
J.C. and Mrs. Hepburn）とバラ牧師夫妻（Rev. and Mrs. J.C. Ballagh）
が横浜に居住している。我々は日本に女学校を設立したので、読者の皆
さんの援助を必要としている。少女たちに教育を授けるためにお金が必
要であると同時に、そのための建物も必要である。」と宣教師名とその
活動地を紹介している。東京と横浜は、グリフィスの記事に頻繁に登場
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するので、読者にも既になじみのある地名であっただろう。グリフィス
によってもたらされる興味深い日本の情報は、そこで活動する宣教師た
ちの姿に思いを馳せるのを容易にしたことは想像に難くない。

※訳者は下記の論文において、この事実に言及した。
齋藤元子「Children's Work for Children －米国長老教会女性海外伝
道協会発行子ども向け機関誌－」明治学院大学キリスト教研究
所紀要 41, pp. 53-82, 2008.
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一日の労働が終わると、父親（子どもたちは「おとっつあん（O 
Totsu San）」と呼ぶ）は、鍬

くわ

や鉋
かんな

、鋸
のこぎり

を仕舞い、自宅の畳の上に腰を下
ろす。掲載の挿絵の背景には、格子窓、折りたたみ式腰掛、壁に掛けら
れた絵の端、植物が見える。日本人は花、そして花にまつわるすべての
ものをとても好んでいる。挿絵に描かれている小さなテーブルは、４イ
ンチの高さである。わずか１フィート四方のそのような小さい家具を用
いて、日本人は彼らの夕飯である米、魚、卵あるいは粟、豆類、大根を
食する。父親と子どもたちは、楽しいひとときを過ごすが、残念ながら、
小さな少年にとって何らよいことを学べる時間ではない。少年は父親に
酒を注ぐ。この飲み物は、日本では人気があり、人を怒りっぽく、喧嘩
好きにさせる愚かしい飲み物である。酒浸りの人は、アメリカと同じよ
うに、日本にも存在するが、日本のほうがはるかに哀れである。なぜな
らば、日本人の多くは偶像を崇拝しており、寺院の縁日などでは、偶像
崇拝と酩酊状態のむかつくような光景を同時に目撃することができる。
父親の右側にいる子どもは、この絵を描いている画家を見つめている
ようであるが、左手は酒の椀を握っている。この子どもは、良いことで
あろうが、悪いことであろうが、父親が教えることをそのまま実行しよ
うとしている。この子が何かもっと良いことを学ぼうとしていないのが
哀れである。
二人の少年の名前は何というのであろうか？ たぶん、「太郎」、「三郎」
といったような名前であろう。私が知っている日本の子どもの名前（か
なりの数を知っている）をみると、 「最愛の」、「愛」、「可愛い」といっ
た意味を持つ名前が多く、それらは両親の愛情がいかに深いかを示すも
のである。� W.E.G.

家庭における日本の父親

Children’s Work for Children
Vol.1-8, August 1876
pp.120-121

Japanese Father at Home.
By W.E.G.（William Elliot Griffis）
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日本は中国と同じであると多くの人が思っているであろう。人々は日
本があたかも中国の一部であるかのように話す。これは誤りである。日
本と中国は二つの異なる国であり、数百マイルも離れている。中国は日
本の 10 倍の国土を持ち、二つの国の特徴はかなり異なっている。日本
はアメリカのニューイングランドと中部諸州を合わせた位の広さである。
本土（日本）1・四国・九州・蝦夷と呼ばれる 4つの大きな島と琉球・
千島列島、さらには、四千近い小さな島々から成る。小さな島々の大き
さは、アメリカの一つの郡程度から寝室ほどのものまである。日本の人
口は、約 3300 万人である。琉球に住む人々は真の日本人とは異なり、
蝦夷に住む人々はアイヌと呼ばれている。アイヌの目は、私たちアメリ
カ人と同じように、直線であり、恐らく、日本において最古の人種であ
る。日本は帝国と呼ばれている。なぜならば、ミカドまたは天皇と呼ば
れる人物が、自らの家臣のほかに、他の人々も統治しているからである。
日本は山脈と渓谷によって形作られ、周りを荘厳な青い海に囲まれた
非常に美しい国である。海岸線には無数の港が存在し、そこに住む人々
は、冒険好きの船乗りや漁師である。数千の人々が毎朝船出し、海から
自分たちの朝食を引き上げる。陸地においては、主要な作物は米で、日
本人はパンを食べない。「米は生命の糧」であり、一日三回食されている。
日本人は、米にレーズン・砂糖・ナッツメッグ・糖蜜などを混ぜたりせ
ず、箸を使って、パンあるいは野菜のようなものとして食べる。お茶は
だれもが好む飲み物である。6セントでも、6ドルでも、1パウンドでも、

Children’s Work for Children
Vol.1-9, September 1876
pp.132-135

The Empire of Japan.
By W.E.G.（William Elliot Griffis）

日本帝国
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欲しいだけの値段や量を買うことができる。
大日本は「偉大なる太陽の源」あるいは「日出づる国」という意味で
ある。本土は「最も大きな島」という意味であり、東京という国の首都
があり、帝

ミカド

もここに居住している。1868 年以前は、江戸と呼ばれてい
たが、現在ではその時代について話が及ばない限り、「江戸」と呼ぶ日
本人はいない。東京はニューヨークよりも広く、92 万 5000 人が居住し
ている（東京およびその近郊の地図参照。この地図は並べて掲載した日
本地図よりもかなり縮尺を大きくしてある）。隅田川は美しい川で、東
京を貫いて流れている。しかし、利根川の水が全長9マイルの水路を通っ
て井戸に水を供給している。東京から約 18 マイルのところに横浜があ
る。横浜とは、「横の岸（cross-shore） 」という意味である。ここ横浜
の港にカリフォルニアからの大型蒸気船が到着する。というのは、東京
湾は蒸気船が停泊できるほど深くないからである。地図を見ると、横浜
の反対側には神奈川という大きな町がある。さらには、船の修理場や操
船所が密集する横須賀がある。続く鎌倉は、かつては大きな都市であっ
たが、今はただの小さな村である。鎌倉近郊には、大きな銅製の偶像、
すなわち仏像がある。その高さは 44 フィート、親指の長さは 3フィート、
膝は日曜学校の小グループが全員座ることができるほど広く、仏像の内
部は大量の乾草を貯蔵することができる。この仏像は六百年以上前に建
立された。
江の島は、湾に浮かぶ愛らしい島で、ピクニックの場所として好まれ
ている。宣教師たちも、暑い日や疲れて気晴らしが必要な時に訪れる。
涼やかな海風に加えて、見事なガラス海綿や多様な珍しい魚やサンゴを
海岸で見つけることができる。藤沢には、日本の偉大な人物が多数埋葬
されている古い寺院がある。小田原には、荒廃した古い城があり、その
周辺で昔多くの戦があった。熱海には温泉がある。下田は、我が国最初
の日本領事であるハリスが居住していたところである。箱根の湖は非常
に美しく、海抜約 5000 フィートの山間部に数マイルの長さにわたって
横たわっている。湖から数マイルのところに、富士あるいは富

フ

士
ジ

山
ヤマ

（ヤ
マはマウンテンの意味である）と呼ばれている崇高な山がある。高さ 1
万 2000 フィートで 10 月から 6月までは雪で白く覆われている。夏でも、
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噴火口（というのは、古い火山だからである）は、氷水や雪で満たされ
ている。たぶん、読者の皆さんは扇・お盆・家具などの繊細な日本の工
芸品に描かれた富士山や彫られた富士山を見たことがあるであろう。箱
根は、彫刻や象眼模様を施した木工品の産地としても有名である。静岡
は、漆細工の家具の産地で、最後の将

タイ

軍
クン

（もはや将軍は存在しない）の
居住地であった。名古屋は我々がアメリカで使用しているような扇を毎
年何千も製造している。琵琶湖は全長 60 マイルの美しい湖である。京
都はかつての首都である。大阪は大都市で、熊本と鹿児島も大きな都市
である。
北の蝦夷は非常に寒く、南の九州はかなり暖かい。日本の中央部は涼
しい。我々の宣教師は、東京と横浜に在住している。タムソン牧師夫妻
（Rev. and Mrs. David Thompson）、インブリー牧師夫妻（Rev. and 
Mrs. W.M.K. Imbrie）、グリーン牧師（Rev. Mr. Green）、ミス・ヤング
マン（Miss Youngman）が東京の品川近郊のかなり湾に近い地域に居
住し、ヘボン博士夫妻（Dr. J.C. and Mrs. Hepburn）とバラ牧師夫妻（Rev. 
and Mrs. J.C. Ballagh）が横浜に居住している。我々は日本に女学校を
設立したので、読者の皆さんの援助を必要としている。少女たちに教育
を授けるためにお金が必要であると同時に、そのための建物も必要であ
る。
東京・横浜の他に宣教師が活動している場所は、函館、新潟、神戸、
大阪、静岡、長崎、熊本である。

W.E.G.
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日本には二種類の宗教が存在する。一つは偶像を崇拝し、もう一つは
偶像の崇拝はない。前者は仏教であり、中国やシャムでも見られるもの
である。後者は神道と呼ばれ、日本固有のものである。
神道を信仰する人々は、自分の先祖の魂と神（kami）を崇拝している。
神は無数に存在する。善良な神もいれば、邪悪な神もいる。ある神は太
陽に宿る神で、人々が太陽に礼拝して祈る姿を私はよく目撃した。掲載
の絵は、太陽の神を拝むために、多くの人々が海岸で日の出を待ちわび
ている様子を描いたものである。絵の左側には、鳥居（tori-i）と呼ばれ
る石の門の上部が見える。鳥居の下には神殿に至る道があるが、この神
殿には偶像は置かれていない。紙製の風変りな帽子をかぶり、白のゆっ
たりとした式服を身に付けた三人の神官が、上質の木材でできた小さな
テーブルに立てかけてある細長い白の帯に面して座っている。二本の竹
の棒が地面に突き刺され、紙の小片を吊り下げた稲の藁の紐が張り渡さ
れている。これらすべてが日本の古い書物に記された話に関係するもの
である。紙の提灯は、火が燈されていようがいまいが、常に多数設置さ
れている。右側には、高い石の彫刻が見えるが、中に芯のある油皿が置
かれ、ここでも燈火が保たれている。左右両側には、小さな台が置かれ、
そこに男女が座っている。彼らはまるでピクニックをしているようであ
る。なぜならば、彼らは食べたり飲んだりしているからである。米・魚・
菓子・砂糖水・米製のビールなどが盆に盛られている。彼らと神官の間
には、白い紙を突き刺した棒が地面に立てられ、神官はピクニックから

Children’s Work For Children
Vol.1-9, September 1876
pp.136-139

The Religion of the Japanese.
By W.E.G.（William Elliot Griffis）

日本の宗教



19

隔てられている。絵には、髪が薄くなり髷が貧相な老人や頭をそった少
年、豊かに髪を結いあげ重ね着をした女性の姿も見られる。
神官が白い式服をまとい、魚・米・豆類・果実・水などあらゆる種類
の食べ物を神殿に供える。人々はその神殿に参拝する際、神に感謝し、
自分自身のみならず、家族や友達も災いから守られ、恵みが与えられる
ように祈る。祈る前に、人々は祭壇の前の扉に吊り下げられている鈴を
鳴らして神の注意を引き、彼らの感謝や嘆願の言葉に耳を傾けてもらえ
るようにする。家庭においては、人々は扉の上に「神棚」を設けている。
祭壇の正面には火が燈され、食事の前には、「感謝の祈り」の印として
食べ物を盛った小皿を供える。
神道の崇拝には多くの真実や良いことがあるので、もし、すべての神が
本物であり、善良かつ潔白なものであるならば、なぜ私たちは日本に宣教
師を送る必要があるのかと読者の皆さんはいぶかしく思うであろう。し
かし、悲しいかな、神の多くは、邪悪で堕落した悪魔のような性格の持ち
主である。たとえ良い神であっても、日本の古い書物によれば、それらは
純粋な性格を持ち合わせていない人間の男女に過ぎないという話である。
神道には 800 万以上の神が存在すると聞くと、皆さんはそれほど多く
の神を異教徒がいったいどこから見つけてきたのかと不思議に思うだろ
う。それは、唯一の真の神を知らない人間の思考から簡単に作りだされ
る。川・山・洞窟、あるいは、風・雨・雷・地震、あるいは、台所・井
戸・野原・屋根といったありとあらゆるものの中に神や精神をイメージ
する。それは、あたかも、ワシントン、パットナム 2、コロンブス、ピー
ター・パーレー 3、ユダ、サンタクロース、マザーグースに登場する靴
の家に住んでいたおばあさんや年老いたコール王などなど、良い人も悪
い人も、実在する人も想像上の人物も、あらゆるものを私たちが神とみ
なして崇拝するようなものである。キリストが地上に降り立った時、我々
の祖先は醜悪な偶像を崇拝し、生きている人間を大きなバスケットに詰
め、それら偶像の前で焼いた。神の恵みにより、我々は今ある我々のよ
うになった。それゆえに、日本人が真の神ではない無数の神を忘れ、唯
一の生ける神と彼が遣わしたイエス・キリストに仕えることを願う。

W.E.G.
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合衆国独立百周年記念万国博覧会 4 のメイン会場の展示の一つに、日
本の楽器のコレクションがある。そこでは、ドラム、フルート、ギター、
バンジョー、そして、琴を見ることができる。掲載の絵は若い女性が琴
（koto）を演奏している姿である。琴は日本のピアノと呼ぶことができる。
なぜならば、私たちのピアノと同じように、一組の弦が共鳴板の上に張
られているからである。
挿絵の女性は、ピアノを前にして、床のマットの上に膝を曲げて座っ
ている。彼女の脇には、本棚あるいは彼女の様々な装飾品を収めた箪笥
が置かれている。彼女は裁縫用の指抜きのような形をした革製の輪を指
にはめている。この輪は象牙でできた尖った先を支えるもので、まるで
指の誤った側から爪が長く延びてしまったようである。左右にスライド
させることができる橋型の柱の後方にある弦を左手で押しながら、右手
の指で演奏する。弦の数はまちまちで、9本であったり、11 本であった
り、13 本の場合もある。また、琴を支える脚は 2本のものもあれば、4
本のものもある。多くの琴は美しく、高価な木材で作られており、象牙
や金、淡水産の貝がはめ込まれている。
上流階級の若い女性のみが琴を習っている。日本の少女の多くは、三
本弦のバンジョーのような楽器を弾く。アメリカでは手回しオルガン弾
きが街頭で演奏しているが、日本ではこのバンジョーのような楽器を弾
きながら町中を歩きまわる者を見かける。
日本の音楽は、私たちの耳には、心地よく聞こえない。音階が我々の

Children’s Work for Children
Vol.1-9, September 1876
pp.139-140
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とは異なっているからである。最初その音は、糸をこすり合わせるよう
な耳を覆いたくなる音、あるいは、潤滑油が必要な納屋の大扉、さらに
悪く言うと、病気の子猫の一群が泣き叫んでいるような騒音を思い起こ
させる。しかし、その音にもし慣れてきたならば、音の中にある種の音
楽が存在していると思うようになるであろう。
しかし、今や日本人は、自らの古来の音楽をしまい込み、私たちの音
色を学ぼうとさえしている。陸軍や海軍の軍楽隊は、アメリカの “Hail 
Columbia”やイギリスの“God Save the Queen”、ロシアの美しい“Russian 
Hymn”を演奏する。とりわけキリスト教会や日曜学校では、我々がよ
く知っている心地よい讃美歌を耳にすることができる。私は横浜と東京
の小さな子どもたちが「主われを愛す」や「千歳の岩よ」を日本語で歌っ
ているのをよく聞く。神のご加護のもと、音楽や歌の中の真理が力強い
働きとなって、人々が罪や偶像から真の神への信仰へと導かれることを
私は信じている。その実現を望み、一緒に祈ろうではないか。

W.E.G.
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カリフォルニアから 4000 マイル離れた太平洋の反対側に位置する国、
日本では、人々はカゴ（kagoの aの発音は armの aと同じである）に乗っ
て旅をする。旅の仕方としては、その他にも多くの方法がある。たとえ
ば、馬の背に乗せた高い荷鞍または低い荷鞍に跨って行く。あるいは、
男たちが引く小さな車に乗る。あるいは、男たちに背負われるという方
法すらある。しかし、田舎ではカゴが最も便利である。
カゴは下の部分を丸く曲げた二本の竹の棒でできており、別の一本の
棒に吊り下げられている。インドでは、一人乗り用担ぎカゴの天秤竿は
カゴの中央部に取り付けられているが、日本では、天井部にわたされて
いる。竹は、アメリカでは釣り竿に使用されるものであるが、日本では
竹の小さな森があり、子どもたちはその藪の中で遊ぶことが好きである。
カゴの底部は木材でできており、籐の椅子のように、裂いた竹材が敷
き詰められている。この上に、クッションが置かれている。乗り方は、
両足を折り曲げて体の下に入れて座る。この姿勢は、アメリカ人にとっ
ては、窮屈でうんざりさせられるものである。すぐに足がしびれてきて、
感覚が戻らなくなってしまう。しかし、日本人は子どもの頃からそれに
慣れており、膝や踵の上に座ることが苦ではない。読者の皆さんも、私
のように、カゴに乗ることに慣れたならば、読書をしたり、昼寝をした
り、通過する山々や谷間の美しい日本の景色を楽しめるようになる。
掲載の挿絵は、若い女性が下駄、つまり、木製の靴を脱ぎ、膝を折り
曲げて乗っている様子である。絹あるいは木綿でできた着物の長い筒状
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の袖が目を引くはずである。
カゴの天井部は、干し草を編んだ一枚の板で覆われ、直射日光や雨を
遮る役目をはたしている。この上に、荷物や履物なども積むことができ
る。横には裂いた竹の糸でできたカーテンが巻き上げられている。男た
ちは、軽い積荷とともに、楽しそうに歩んでいる。なぜなら、軽量の若
い女性は、200 ポンドも体重があるような肥満の男性とは大きな違いが
あるからである。重い人を運搬する時、運び手は息を切らし、汗をかき、
不平を言いがちであるが、私もしばしばそれを耳にしている。男たちの
左手に短い竹の棒が握られているのが見えるであろう。担ぐ肩を換える
際、これに重心を預けるのである。彼らの衣服は、安価な木綿でできて
おり、同じように安っぽい藁のサンダルをはいている。二人のうち一人
の男の衣服の襟元に、茶箱に書かれているような奇妙な文字で、その男
の名前が描かれているのが見えるだろう。彼らの背中には、彼らが所属
する同業者組合あるいは会社の印かイニシャルを示す文字が描かれてい
る。前側の男は、道を跨いでいる小さな水の流れの中に、今まさに踏み
込もうとしているところである。
カゴに乗って日曜学校に行くのはどうだろうか？ 頭をぶつけずに乗
れるだろうか？ 転倒せずにひざを折り曲げることができるか？ いずれ
にしても、もしあなた方が日本人、または日本にいる宣教師だったなら
ば、この乗り物をしばしば利用するに違いない。

W.E.G.
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今回は、ミカドすなわち日本の天皇の住まいである皇居を少し紹介し
よう。皇居はかつて京都という都市にあった。京都は 794 年から 1868
年まで日本の首都であったが、東京に遷都された。
挿絵に描かれている 5名の男性は、宮廷音楽隊に属する音楽家である。
音楽隊は総勢約 20 名で、以前は緋色のサテンに金襴の刺繍を施した丈
長のゆったりとした礼服を着ていた。また、彼らは頭に漆塗りの曲線的
なヘルメットを被っていた。この種の頭飾りは彼ら音楽家のみが身につ
けるものであった。さらに、彼らの服装には数ヤードの長さがある平た
い尻尾のような長い絹の裾があった。ドラムを演奏している男性の背中
のベルトの上部に、一種のカーブしたフレーム、つまり、上に向かって
突き出ている輪が見えるであろう。これが、固い「裾受け」あるいは「ス
カートサポーター」と呼べるものであり、裾を持ち上げるために使われ
た。歩くときには、長い襞（挿絵の床に見えるもの）は畳まれ、そのフ
レームの上に掛けられる。挿絵の中でたて笛を吹いている（というより
も、むしろ吸っている）男性のベルトからも同種のものが突き出ている
のが見えるであろう。
彼らの上着はなんと豪華な刺繍が施されていることだろう！ 私は
1872 年に東京で音楽隊全員による演奏を実際に聴いたことがある。メ
ンバーの何人かはまばゆく輝く金銀の衣装をまとっていた。それらの豪
華な衣装は、金銀の刺繍で固められたものだった。日本の一般民衆が、
この楽隊の演奏を聴く機会があったとしても、それは非常にまれなこと
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である。なぜなら、この楽隊は天皇や高貴な人々を楽しませるためにの
み、皇居に存在しているからである。演奏される曲のいくつかは、千年
以上前に作られたものである。
楽器に注目してみよう。まず、大きな縦型のドラムがある。そこには、
ミカドの治世の悠久の歴史を意味するシンボルが描かれている。それは
あたかも永遠に続く運動における 3つのコンマのようにみえる。ドラム
はカーテンの真横に設置され、2本の詰め物をしたようなスティックで
たたく。その右側には、手で持ち運べる横置きのドラムを演奏する男性
がいる。彼はまた大声で時を告げ、あるいは歌詞を叫ぶ。そのために、
挿絵の彼の口は開いている。彼の後ろには、フルートとフラジョレット
の奏者がいる。最も右側にいる男性は、珍しい日本の楽器をもっている。
この楽器は数本のまっすぐな竹の筒を銀の輪で束ねたもので、銀製のマ
ウスピースが付いている。不思議なことに、奏者は、息を吹き出す代わ
りに、空気を吸っている。
奏者の衣装の豊かに流れる袖やヒノキ（陽の木）と呼ばれる純白の木
材に磨き上げられた鉄をかぶせた手すりが描かれているのに気付いたで
あろう。大きなドラムの周囲には、炎を意味する赤く塗られた舌、すな
わち鉤状の突起物がある。淵の上には、一匹のドラゴンが縫いこまれて
いる。これらのすべてが天皇の存在や権力を象徴するものである。金襴
のたっぷりとしたカーテン、中央には繊細な竹の繊維でできた衝立が見
えよう。たぶんミカドはその衝立の後ろにある玉座に隠れているのであ
ろう。1870 年まで、天皇は滅多に出歩くことはなく、位の高い貴族以
外の目に触れないように、衝立の後ろに隠れて暮らしていた。日本人の
中には、彼を神と崇め、愚かにも京都の方角に向って祈る人もいた。
しかし、日本は近年大きく変化した。1874 年、ミカドが東京にある
帝国大学を訪問した際、2頭のアメリカの馬が引く屋根なし馬車に乗っ
てやってきた。だれもがミカドを見ることができ、子どもたちはみな、
ことわざにもあるが、猫のように「一人の王をみる」ことができた。天
皇を乗せた馬車が大学の構内に到着すると、宮廷の音楽隊が歓迎を表す
日本の曲を演奏した。音楽隊に目を向けると、彼らは直立しており、か
つて彼らを大きく立派に見せていた赤いサテンや金銀のゆったりとした
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上着は身に着けていなかった。なんということだろうか！ 彼らは細身
のズボンと革のブーツをはき、山高帽をかぶり、黒のコートとベストを
はおり、白のネクタイをしているではないか。彼らは小人のように小さ
く見え、事実彼らは小柄だった。私は彼らの姿から、2列に並んだ白首
の黒いカラスが立ち上がって、横笛を吹き、ドラムを叩いて、甲高いし
わがれた鳴き声を出しているところを連想してしまった。そして、今に
も羽を広げて、カーカー鳴きながら飛び立っていくのを想像できるほど
であった。
今ここで日本の音楽について詳しく話す余裕はないが、それらは我々
の耳に決して心地よいものではない。現在、日本の陸軍と海軍の楽隊は
西欧の楽隊と似ているが、彼らは、音楽というよりも、騒音を奏でてい
るといった感じである。いくつかの公立学校でも、少年少女が西欧式の
音階と音色で歌うことを学び、西欧の歌を習得している。しかしながら、
一般的な日本人の耳には、西欧の音楽は恐ろしく無意味なものに聞こえ
ている。これは、日本の音楽が我々の耳に無意味に聞こえるのと同じこ
とである。音楽を理解することは、ほぼ完全に教育の問題である。
日本人は年々古い習慣を捨て去り、新しいものを取り入れているので、
彼らがより良い習慣を選択できるよう、希望し、祈り、手を貸そうでは
ないか。日本人は絵のような美しい物や習慣の多くをすでに打ち捨てて
いるが、それらのあるものは捨てる必要がなかったのかもしれない。も
し日本人が邪悪で穢れた憎むべき心の罪や行いや物だけを捨て、美しい
習慣を維持したならば、なんと喜ばしいことであろうか！ 偶像崇拝・
うそをつくこと・卑猥・一夫多妻、その他様々な名称の数え切れないほ
ど多くの罪といった邪悪な事柄は破棄するあるいは忘れ去ってほしいも
のである。神に感謝！ 多くの日本人はそれを実践している。我々の宣
教師が最初に日本に渡って以来、何百という家が偶像を処分し、多くの
家庭が浄化されている。日本の多くの場所で、日本人クリスチャンが今
や毎安息日に神を賛美する讃美歌を歌うために集まっている。彼らは挿
絵にあるような豪華な衣装や楽器は身につけていない。しかし、もっと
素晴らしいことに、彼らは正直な心と敬虔な歌声を携えている。その歌
声が広がりますように！� Schenectady,N.Y.
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「おはよう、医者さん（O-hai-o, i-sha-san）」「ごきげんいかがですか？
患者の家をお探しのようですね」。あなたは賢そうに、皮ひもを耳の後
ろで縛った大きなメガネを通して周囲をにらみつけている。薬箱を携え
た二人の使用人を従えて歩くことに誇りを感じているに違いない。私は
今からアメリカの子どもや若者たちにあなたのこと、つまり、あなたが
どのように暮らし、どのように治療を施しているかを話したいと思う。
さて、私の若い読者の皆さん、ここは日本のある路上である。舗装は
されていない。道の両側に平屋の木造家が並んでいる。どの家も格子造
りの紙の窓がある。その医者はこの町で大変重要な人物である。着用し
ているコートや長くゆったりとした衣服は、誰もが身につけられるもの
ではなく、ごく一部の人に限られたものである。その医者は、高貴な服
装、白足袋という白いソックス、草履という皮のサンダルを着用できる
ばかりではなく、帯刀することも許された特権階級である。しかし、彼
は他人を刺し殺したりはしない。少なくとも、その刀を用いては・・・。
薬箱を運ぶ二人の使用人が、ぴったりとした細身の半ズボンに藁のサン
ダルを素足で履いている姿と見比べてほしい。「屋根」のように大きな
帽子を被った前側の使用人は油紙を張った傘を持っている。箱は錠剤、
貼り薬、粉薬など、無知な人々を畏れさせる数々の薬で満たされている
ことは間違いない。医者の手にする扇に気付いたであろうか？ 私たち
にとって扇というものは夏や暑い日を意味する。ところが日本ではそう
ではない。扇は装飾品でもあり、使用人に威厳を示す道具としても用い
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られている。爽やかな風を創出して顔の周囲を涼しくすることのみに使
われるのではないのである。広げた扇を携えている医者のしぐさがいか
に堂々としていることか！
禿げ頭の人物が必ずしも賢い頭脳の持ち主であるとは限らない。しか
し、この医者（i-sha）は両方を持ち合わせているようである。医者は日
本語で「イシャ（i-sha）」と言い、つまりは、治癒のための知識を有し
た人物という意味である。私たちは無知で役立たずの医者のことを「イ
カサマ」と呼ぶが、日本ではそのような医者のことを「藪医者」と言う。
なぜならば、たとえその医者が患者に薬を飲ませたとしても、藪の中の
竹にそれを注ぐのと同じくらい何の役にも立たないからである。
日本の医者は薬と称して無数の奇妙でナンセンスなものを用いる。そ
の中には、アメリカの医者がはるか昔に役に立たないものとして排除し
たものも含まれている。日本の医者の多くは専門的な医学教育を受けて
いない。父親が医者である場合は、その父親の治療の様子を見学し、往
診に同行する。それが唯一の教育と言えそうである。しかしながら、彼
らの大半は非常に腕がよく、日本人特有の病を見事に治療している。知
的で勉強好きな人々が、知識や教育の点で、日本人の先頭に立っている。
そして、過去 10 年の間に多くのことが学ばれ、今や欧米式の医学が実
践されている。アメリカの医学書数冊が日本語に翻訳され、その中には、
フィラデルフィアの偉大な外科医ドクター・グロスの書物も含まれてい
る。現在日本には一流の医学校が数校ある。異教徒の日本人に近づき福
音を述べ伝える最良の方法は、体の癒しとの連動である。横浜で活動す
る優れた宣教医ドクター・J.C. ヘボンは、長年にわたって数千人にも及
ぶ貧しい日本人の病を治療してきたのみならず、誠実に福音を述べ伝え
続けている。その結果、この親愛なる医師の名前と行いは日本のあらゆ
る階層の人々から高く評価されている。
年を追うごとに、偉大なる医師である主イエス ･キリストのことを知
る日本の人々が増えてきた。彼らは罪をあがなわれ、「戻って主を賛美
する人々」の群れに加わっている。
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日本は徒歩の旅をするのに適した場所の一つである。私がこれまで体
験した多くの素晴らしい徒歩旅行は、山々を越え、常緑樹の生い茂る大
地の谷間を通り抜けるものであった。私が旅をした際、どのような距離
の旅であれ、白い装束を身にまとった巡礼者に会わなかったことは一度
もなかった。一人二人のこともあれば、数十人、数百人の集団を目にし
たこともある。
日本で巡礼に出ることは良い行いとみなされている。人々は善行に
よって救われたいと願っているのである。働くことに飽き、勤勉を嫌う
怠け者でさえ、しばしば巡礼の旅に出発し、旅をせずに日々懸命に働い
ている隣人からの大いなる賞賛を得たいがために、偶像を安置した寺社
を訪れて将来の安泰を祈り求める。偶像崇拝と怠惰は往々にして同時に
起こる。巡礼者の中には真面目で信心深い人もおり、自らのためになる
と考え、偶像の神を喜ばせたいとの純粋な気持ちから地道に旅を続けて
いる。しかしながら、概して、巡礼者は不潔な怠け者であり、品位を乱
す賭けごと好きの哀れな一団である。
挿絵には二種類の巡礼者の姿が描かれている。左側の二人は、腰元にド
ラムを携え、施しを請いながら、断続的にそれを叩いている。彼らは洗面
器を逆さまにしたような大きな帽子を被っている。背中には偶像がいっ
ぱい詰まった一種の戸棚を背負っている。彼らは人々のために祈祷して
お金を得る。また彼らは遠方の寺院に吊るすため、祈祷文が記された細長
い紙片を持参している。お金の代わりに、魚料理や飯などの食事を供し

Children’s Work for Children
Vol.3-6, June 1878
pp.86-88

Japanese Pilgrims.
By Rev. William E. Griffis.

日本の巡礼者
ウィリアム　E. グリフィス牧師
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て祈ってもらう男女もいるが、挿絵のような人物の大半は詐欺師である。
右側の杖を手にしている二人は、地方から徒歩でやって来た者で、地元
の聖職者から教えられたある有名な神社を目指している。彼らは腰紐に
鈴をつけていて、歩くたびにチリンチリンと鳴る。それはまるで、伝承
童謡マザーグースの「バンベリークロス」5 の歌に登場する白馬に乗った
貴婦人のように音楽を道連れにしている。また彼らは扇を携帯し、直射
日光や雨を避けるために大きな麦わらの帽子を被り、自分たちの祈りが
かなうことを期待して数珠を手にし、しばしば袖口に貝殻を着けている。
しかし、確か日本の詩人の中にも指摘している人がいたが、もし家に
いて同じことが十分にできるのならば、なぜ香を焚くためにわざわざ遠
くまで出かけて行く必要があろうか？ 旅を楽しみたいと思って出かけ
るのならば、それはとても良いことであろう。だが、ご利益を期待して
出かけることは全くの迷信的な行為である。たとえ聖地パレスチナや
ゲッセマネに巡礼したとしても、それ自体は私たちをより立派なクリス
チャンにするための力にはならないのと同じである。一体いつになった
ら異教徒たちは断食や巡礼や無意味な修行を通して救済は起こりえない
ことを学ぶのであろうか？ 救済は、心を新たにし、信仰に基づく生活
が神に受け入れられた時にのみ実現するのではないか？
今、日本では、しばしば遠方からも人々がキリストの真の教えを学び
たいと宣教師を訪ねて来る。彼らは一種の巡礼者であるが、香を焚いた
り、断食をしたり、苦行を実践したりはしない。断片的に耳にしたキリ
ストの話についてもっと知りたいと欲してやって来るのである。と言う
のは、日本の多くの地域で聖書の教えを伝えるチラシや冊子が配布され
ている。また、宣教師の説教に触れた人たちが隣人にその話をすること
により、関心が広まっている。その結果、直接教えに触れたいと望み、
横浜や東京へはるばるやって来る人が増えているのである。日本のキリ
スト教会は、今、蒔かれた種から芽を出したところである。近い将来、「神
の戸棚」や「偶像の箱」を背負って徒労の旅をする光景が日本のどこに
も見られなくなり、人々が心の中で主をあがめ、彼らが抱いている希望
について説明を要求する人には、いつでも弁明できるように備えられる
日が訪れることを願ってやまない。
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世界のあらゆる場所と同様、日本でもファッションの流儀が幅を利か
せている。その流儀いわく「女性が唇や歯に色を塗るのは望ましいこと
である」と。神が歯の色を白と決め、唇を赤く色づけして以来、すべて
の人が白と赤のみが口元にふさわしい色であると考えており、また、日
本人が言うように「天と地の間の正しい道」を通過するには歯は白く唇
はバラ色か朱色でなければならないと人は思うであろう。ところが、
ファッションの流儀は「そうではない」と主張する。私たちの国と同じ
く日本においても、ファッションの流儀は他の考えに対して聞く耳を持
たず、道理をわきまえないものである。日本の流儀は第一に、既婚女性
と 20 歳を過ぎた未婚女性のすべてに歯を黒く染めることを命じている。
日本の上品な既婚女性の歯の黒さは、石炭の塊に勝るとも劣らないもの
である。数年前までこれがファッションの法則であった。しかし、思慮
深い皇后であるハルコ 6 が歯を白いまま保つ先例を示したことにより、
今では地位や影響力のある女性たちの多くは、皇后に倣い、歯を黒く染
めずにいる。
10 歳から 12 歳の未婚の少女はアニリン染料のような奇妙な色素を下
唇に塗っている。それは緑色を帯びた黄色あるいは銀色っぽい色彩であ
る。日本ではキスはまだ知られていない快楽なので、自ら拭き取るまで
落ちる心配はない。
挿絵は外出の支度をしている若い女性の姿である。彼女の左側にある
枕に注目してほしい。高さは 6インチで、紙製のカバーが掛けられてい

Children’s Work for Children
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A Japanese Girl Painting Her Lips.
Rev. W. E. Griffis.

紅をさす日本の少女
W. E. グリフィス牧師
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る。彼女は口紅を手にして鏡の前に座している。徐々に彼女は華やかに
なっていくであろう。花々や金箔紙で飾られた流行のヘアーピンをつけ、
額の髪を櫛で止め、顔や首筋、喉下に白粉を叩き、下唇に紅をさし、長
くゆるやかな内衣と外衣を羽織る。内側は腰紐、外側は飾り帯で締める。
刺繍が施された財布には、手鏡、口紅、紙製のハンカチが入っている。
足元は白い足袋を履き、黒く塗られた木板にビロードの紐をつけた履物
を用いる。彼女は友人に会うために徒歩で出かけるのであろう。明らか
に、彼女の全神経は今や化粧に集中しているようである。徐々にではあっ
ても、彼女の関心が最も崇高な種類の内面の光り輝くものへと向けられ
るようになること、それは唯一福音を受け入れることによってのみ得ら
れるものであるのだが、そのことを願いつつ彼女の話を終わりにしよう。
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日本の子どもたちはどんな暮らしをしているのか？ どんなことを学
んでいるのか？ 楽しみは何か？ これらは日本という島国に住んだ経験
のある者に対してしばしば発せられる質問である。
まず第一に、子どもたちはたくさん遊ぶ。都会でも田舎でも子どもた
ちは多くの時間を屋外で過ごす。年長の子どもが幼い子どもを連れて、
ともに楽しく遊んでいる。子どもが赤ん坊を背中におぶって遊ぶ姿もよ
く見かけるが、赤ん坊の足は地面すれすれのところまで垂れ下がってい
る。それはまるで二切れのサンドイッチが紐で結び付けられているよう
である。男の子は数種類の駒、大小の凧、鞠、ビー玉、輪、木馬といっ
た遊具を用いて遊ぶ。また、鬼ごっこ、馬とび、相撲といったさまざま
なゲームをする。これらのゲームは、私たちの遊びと似ているものもあ
るが、ほとんどはかなり違う。おもちゃ屋で売られている玩具の大半は
珍しく奇妙なものである。ペットとして動物を飼うことは田舎でとても
盛んであり、都会でも時折見受けられる。飼われているものは、キツネ、
アナグマ、サル、ウサギ、テン，子ジカ、時には子グマのこともある。
漁師は魚を捕まえさせるために鵜を訓練する。これらの鵜は船上に止ま
り、魚を見つけるとそれをめがけて水中に飛び込む。すべての鵜の喉周
りには象牙の輪がはめられており、それ故に魚を飲み込むことはできな
い。鵜たちにやる気を起こさせるために、船頭は魚を取ることができた
鵜に餌の褒美を与える。海の近くに住んでいる子どもたちは、蟹や海老
や魚を獲るというこの上ない楽しみがある。引き潮の時には、海岸を歩

Children’s Work for Children
Vol.6-9,September 1881
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Japanese Children and Their Employments.
By WM. Elliot Griffis.

日本の子どもたちとその日常
WM. エリオット グリフィス
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き、貝殻やさまざまな種類の生き物を砂浜や岩場の穴から見つけ出す。
見事な海産物の中でも特筆すべきは、巨大な蟹である。その大きさはハ
ムの塊ほどもあり、はさみを有する腕を広げると全長 10 から 12 フィー
トもの長さにもなる。1、2ヤードの蟹の腕から取れる肉は、8人くらい
の家族で食するのに十分な量である。人々が市場から長い物差しのよう
な蟹の腕を携えて家路に向かう姿はよく目にする光景である。しかし、
巨大な蟹の本体を持ち歩いているのを見ることはまれである。ドロドロ
した身体と小さなくぼみがたくさんある数フィートの足をもつイカも時
折バケツ一杯獲れる。小ぶりのものは 2フィートほどの大きさで、飲食
店で頻繁に見かける。人々はそれらの酢漬けや塩漬けを好む。入り江や
港には夥しい数のクラゲがいる。たくさんの奇妙な魚が捕獲され、調理
される。なぜならば、日本人は肉よりも魚を多く食するからである。食
の神はかつて漁師であった。
乾物屋では、マホガニーの木片やチップのように見えるものが売られ
ている。人々はすりおろしてスープに入れるためにそれらを買い求める。
驚くことはない。それらは天日干しにした鰹に過ぎないのだから。サメ
の肉や鯉の生の切り身、そのほか日本人が好むいくつかの魚料理は外国
人には楽しめない味である。
山間部では、少年たちは罠を仕掛けて鳥を捕まえ、しばしば小鳥をペッ
トとして飼いならす。その結果、小鳥は見事なほど従順に成長する。長
身のコウノトリは大またで野原を歩き回り、松の木に巣を作る。青か白
のツルは農夫が集めた虫の後方をもったいぶって歩き、サギは人間に
よって傷つけられないよう優雅に立ち振る舞う。以前は鴨やガチョウの
みが人間の食用のために殺害されていたが、今ではあらゆる種類の鳥が
翼の下に 1オンスの鉛を抱え込む、あるいは罠や網の餌食となるといっ
た危険に晒されているのである。
さて、日本の少年少女たちが両親の家計を助けるためにどのような仕
事をして小銭を稼いでいるかについての話をしよう。日本は貧しい国で、
ほとんどの人が一日わずか 1ダイムで暮らしている。多くの貧しい労働
者は一日の稼ぎが 6から 10 セント足らずであり、その金額で一家を養
わねばならないのである。商人の稼ぎはそれより良く、商売が上手くい
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けば蓄えもできる。女性や少女は掃除を含め家事全般の仕事をする。少
女たちは茶摘みもする。彼女たちの小さくて細い指がその作業に向いて
いるのである。一方、男たちは茶葉を焙じたり、乾燥させる作業に従事
する。扇づくりは通常少女たちの仕事である。男たちがまず竹を裂いて
持ち手や骨組みを作成する。そして少女たちがそれを折りたたみ、糊付
けし、絵の描かれた紙を貼り、縁を整える。陶器製造所では、粘土を混
ぜ合わせて練り、茶碗や皿や花瓶を作成し、装飾を施す作業が、時には
女性たちによってなされている。刺繍はかつて男性の仕事であったが、
今や女性の仕事である。また、綿布を織り、それらを洗ったり蒸したり
して布目を密にする作業も女性が担っている。製糸業のほとんどすべて
は日本の乙女たちの手によって維持されている。彼女たちは、蚕卵が孵
化したのを見届けると、若くてお腹をすかせている蚕たちのために桑の
葉を摘んで切り刻み、それから藁の梯子を作る。これは孵化後 21 日を
経過した蚕が自身の繭を作るために登るものである。そして、若い娘た
ちは小さな鳩の卵の形をした繭をもぎ取り、熱湯に入れる。その後、水
を抜き、光沢のある白い撚り糸にして巻き取り、それらを絹地の織物に
する。海に面した地域においては、少女も婦人も素潜りや泳ぎに秀でて
おり、数時間も水中にいることができる。米の生産地では、女性は忙し
く働かなくてはならない。膝まで泥水につかり、焼け付くような太陽の
下、蚊に刺されないようにするために目の辺りまで厚手の布をまとって
いる。また、地面に届きそうなほど背中を曲げて鍬入れをし、時には夜
明けから星が瞬きだすまで作業を続ける。農家が税を納めた後に家族を
養うのは困難である。と言うのは、農業従事者は政府の経費の大半を負
わされているからである。
しかしながら、Children’s Work for Childrenが創刊されて以来、日本
では大きな進歩があった。子どもたちは、たとえ貧しい家庭であっても、
学校に通うようになり、日本の外にある世界についてのさまざまなこと
や世の中の役に立つ善良な人間に成長するために習得しなければならな
いことを学び始めている。徐々に子どもたちは道端や寺々に溢れている
偶像を無視し、崇拝しなくなるであろう。そして、彼らの山や海を作っ
た創造主を崇め、神の子イエス ･キリストを通して主を知ろうと努める
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に違いない。やがて彼らは、乳母や僧侶らによって教え込まれた作り話
や迷信を信じたり恐れたりすることをやめ、アメリカの子どもたちと同
様に、日本の子どもたちの造り主でもある神を崇拝し、愛するようにな
るであろう。
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私たちが洗礼式において子どもに名前を授ける際、つまりそれは、父
と子と聖霊の名のもとに洗礼を施し、その子をクリスチャンとして父な
る神にゆだねることを意味する。それによって、神は幼子を腕の中に招
き入れてくれるのである。
日本やほとんどの異教国では、子どもに名前を授けることは概して宗
教的な儀式であるが、常にそうであるとは言えない。なぜならば、かな
りの父親が、僧侶に相談することなく、自ら子どもに名前をつけている
からである。日本の男子は通常、父親の名前の一音を受け継いでいる。
例えば、父親が「ヒデモト」という名前であったならば、長男は「ヒデ
アキ」、次男は「ヒデツグ」、三男は「ヒデノブ」といった具合である。
あるいは父親が「サヘイ」であったならば、息子は「サタロウ」や「サ
ブロウ」と名づけられるであろう。日本では、男の子の名前は特定の際
立った意味を持たないが、女の子の名前が非常に愛らしい。私は東京あ
るいは福井に居住する何人もの「小雀（Little Sparrow）」、「小竹（Little 
Bamboo）」、「金（Gold）」、「銀（Silver）」、「波（Wave）」、「星（Star）」、「花
（Flower）」、「真珠（Pearl）」、「咲（Blossom）」、「桃（Pink）」、「藍（Blue）」、
「白（White）」、「紅（Red）」という名前の少女を知っている。
庶民の大半は、生後 33 日目に母親が赤ん坊を寺院に連れて行く。祖
母や叔母、姉または乳母が付き添い、父親あるいは叔父、時には両者が
同行することもしばしばある。掲載の挿絵では、乳母が乳児を抱き、婦
人はその後ろに立っている。おそらく雨天の日のようである。なぜなら、
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Naming the Japanese Baby.
William Elliot Griffis.

日本の乳児の命名
ウィリアム　エリオット　グリフィス
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乳母は木靴を履いており、これは泥
ぬか

濘
るみ

から足元を高く保つための履物で
あり、婦人は傘を携えている。乳児は木綿あるいは絹で作られた綿入れ
の特別なキルトに包まれている。木綿か絹かはその家庭の豊かさによっ
て異なる。乳母は絹糸で花柄の刺繍が施された帯を締めている。寺院の
正面に大きな門口があり、大梁の真ん中には寺の名前を記した板が掲げ
られている。縮

ちり

緬
めん

の長くゆるやかな外衣で正装し、サンダルを履き、頭
皮が輝くまで髪を剃りあげた僧侶が、訪問者を出迎えている。特定の地
位にある僧侶は、小さな馬の尻尾のようなものが結び付けられた棒を
持っている。これはハエを追い払うためのブラシではなく、儀式のしる
しである。子どもへの命名は容易に完了する。ある場所では、候補の 3
つの名前を書いた紙を空中に投げ上げ、最初に地面に落ちた紙に書かれ
た名前が選ばれる。続いて、聖典より抜き出した言葉や文章の一節を書
き記し、それを名前の紙に包んで母親が持っている固そうな小さいバッ
グに入れる。これは日本の乳児が皆腰のあたりに身につけるものである。
寺院の屋根の端には小さな鐘があり、風に吹かれてチリンチリンと鳴っ
ている。右側には噴水と銅製の水槽があるが、これは参拝者が通常お参
りをする前にまず手を洗う場所である。水槽の前にある文字が刻まれた
石は、おそらく噴水の寄贈者の名前が記されているのであろう。
ここまで、異教徒の子どもの命名について話してきたが、昨年は多く
の日本の乳児や子どもがキリスト教会において、聖水による洗礼を受け、
クリスチャンとなった。やがては、何百万という日本の子どもたちが洗
礼を受け、聖なる暮しの中で救い主の小さきものとなっていくであろう。
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日本のような歴史のある国では、私たちが家具といった大きな品物を
好む以上に、彼らは小さな飾り物や骨董品、珍品を好み、それらを売る
多くの骨董店が存在する。挿絵に示したのもその一つで、まさに路上に
店を開いている。折り戸はすべて後ろに押しやり、店主はお客が値段を
尋ねるのを聞いている。彼は紙製のはたきで商品の埃を掃っているが、
そのはたきは自家製のハエ取りブラシのように見える。彼は一歩前に踏
み出し、敷居の端に立って客を招き入れようとしている。その間、別の
男女の客が背後にある木彫りを品定めしている。
日本のほとんどの店では、床には畳のマットが敷かれているが、この
商人は床を板敷きにしているので、室内でも草履を履いたままである。
通常、日本人は厚手の底を持つ木綿のソックスを履いて室内を歩き回る。
下駄や草履や靴は外の敷居の下に置かれている。
実用的なもののみならず、多種多様な美術品があるのが見えるであろ
う。左側には銅製の香炉がある。ふたの上には、尻尾を巻き上げている
子狐が置かれている。日本人は甘いにおいのするお香を室内で焚くのが
好きである。寺院では、神に向かってそれらを焚く。香りのある棒をも
やすこれらは、アメリカ人が「線香」と呼ぶものである。いつも銅製の
壷は彫刻が施された木製の台座の上に乗せられている。床には火鉢
（hibachi）つまりは火を入れる鉢があるが、この中で炭を燃やし、暖を
取り、茶のための湯を沸かすのである。
男性の右側の箱の上にあるのは、鎧一具である。昔、兵士はヘルメッ

Children’s Work for Children
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A Japanese Curiosity Shop.
By William Elliot Griffis.

日本の骨董店
ウィリアム　エリオット　グリフィス
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ト─カブト虫あるいは雄牛のような角がある─を被り、胸当てと脚
絆を紐で身体に締め付けていた。鎧は鉄の薄い板でできており、絹で結
び合わされていた。肩の部分は非常に厚手になっている。それは刀の貫
通を防ぐためである。平穏時には、鎧は箱に入れて保管される。その箱
が、挿絵の鎧の下の箱である。鎧を身に着けると、武士は甲羅をまとっ
た亀になったような気分に違いない。挿絵から、そのほかに提灯、金襴、
刀、旗、彫像、偶像などが店先に置かれているのが分かる。
美しく華やかで物珍しいものを制作することができる日本人が、なぜ
このようなガラクタを拝み、敬愛さえするのかと奇異に思われるかもし
れない。だが、精巧な家屋や衣類を作ること、あるいは学校教育、芸術、
技能といったものであっても、魂の啓発にはならないのである。かつて
人間の肉を食していたニュージーランドの部族でさえ、彫刻や装飾品を
作ることは得意であった。
「日出づるところ」（日本を意味する言葉）の多くの家庭において、今
「香と清き捧げ物」が主なる神を賛美している。香は天の父なる神への
祈りであり、清き捧げ物はキリストの恩寵により安らいだ心から差し出
されたものである。古寺やクリスチャンとなった家庭から出された多く
の香炉が、廃棄された偶像と同様に、骨董店でガラクタとして売られて
おり、簡単に手に入れることができる。骨董店でそれらを見かけるほう
が、人々がそれらに頭を下げているのを見るよりも、はるかに好ましい。
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＜訳者注＞

1　本州を本土（日本）と記しているのはグリフィスの誤りではない。
外国人による幕末 ･明治期の日本見聞記あるいは日本地理に関する
書籍の多くが本州を ｢ニッポン｣ と表記している。これは、江戸時
代に長崎出島のオランダ商館付医師として来日したケンペルやシー
ボルトの記録に由来していると考えられる。（齋藤元子『女性宣教師
の日本探訪記　－明治期における米国メソジスト教会の海外伝道－』
2009 年，新教出版社，pp.63-65.）

2　イズラエル・パットナム（Israel Putnam）アメリカ独立戦争中の大
陸軍将軍

3　Peter Parley 米国児童文学作家サミュエル・グッドリッチ（Samuel 
Griswold Goodrich）のペンネーム。Peter Parley’s Universal History
は明治期にアメリカ人宣教師により設立された複数の学校で万国史
の教科書として用いられていた。

4　1876 年にフィラデルフィアで開催
5　グリフィスは“Bambury Boss”と記しているが、正しくは“Banbury 
Cross”。
Ride a cock horse to Banbury Cross
（駄馬に乗ってバンベリークロスへ行こう）
To see a fine lady upon a white horse
（白馬に乗った貴婦人に会いに）
With rings on her fingers and bells on her toes
（彼女の指にはリング、つま先には鈴）
She shall have music wherever she goes
（常に音楽が道連れだ）

6　昭憲皇太后　旧名一条美
はる

子
こ
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